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NYマーケットレポート（2015年 2月 11日) 

NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、取引材料に乏しい中、序盤のドル円・クロス円は小動きの展開となった。しかし、米長

期金利の上昇受けて日米の金利差拡大が意識され、ドル買い・円売りが優勢となった。また、米当局者が FOMC で 3 月利上げを支持した

と発言したことを受けて、米国の利上げは予定通りに実施されるとの見方が強まり、ドルが主要通貨に対して上昇する動きとなった。その後

は、ギリシャ支援に関する協議や、ウクライナ情勢に関する 4 首脳協議を控えて、やや上値の重い動きが続いた。そして、ウクライナ協議で

停戦合意との報道を受けて、ユーロなどが上昇したものの、親ロシア勢力のリーダーが即時停戦は不可能と発言したとの報道を受けて再び

下げるなど、終盤はやや乱高下する動きとなった。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

欧州タイム 
 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米 MBA住宅ローン申請指数（前週比） -9.0％（前回 1.3%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪MBA住宅ローン申請指数≫ 

          2/6・・1/30・・1/23・・1/16・・1/9・・1/2・・前年同期 

申請指数・・・・・ -9.0・・ 1.3・・ -3.2・・16.1・・46.7・・11.1・・26.3 

購入・・・・・・・ -6.5・・-2.3・・ -0.1・・-0.6・・21.2・・ 4.5・・ 2.1 

借換え・・・・・・-10.3・・ 2.5・・ -5.1・・24.2・・63.9・・16.0・・41.8 

固定金利・・・・・ -9.3・・ 1.7・・ -2.4・・15.5・・45.1・・12.2・・28.8 

変動金利・・・・・ -3.6・・-5.4・・-13.5・・27.1・・75.8・・-6.3・・-4.6 

（％） 

ローン契約平均金利（％） 

固定金利 30 年・・3.84・・3.79・・3.83・・3.80・・3.89・・4.01 

固定金利 15 年・・3.15・・3.14・・3.15・・3.10・・3.16・・3.24 

 

 

21：20 

ドイツ財務省の報道官 

 

ユーログループが 11日開く会合は、ギリシャ問題への共通の解決策を探るもので、 

ここでの合意は期待していない。 

 

 

22：00 
ドル/円 119.76  ユーロ/円 134.44  ユーロ/ドル 1.1308 
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22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6802.73 -26.39 ダウ INDEX 
FUTURE 17754 -39  

 

仏 CAC40 4674.75 -20.90 S&P500 
FUTURE 2058.70 -3.50  

 

独 DAX 10736.79 -17.04 NASDAQ 
FUTURE 4273.50 -2.50  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12月メキシコ製造業生産(前年比)  5.7％（予想 6.0%・前回 4.1%） 

前回発表の3.6％から4.1％に修正 

 

12月メキシコ鉱工業生産(前月比)  -0.3％（予想 0.2%・前回 0.2%） 

 

12月メキシコ鉱工業生産(前年比)  3.0％（予想 2.8%・前回 1.8%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

MBA（全米抵当貸付銀行協会）の住宅ローン申請指数は、前週比-9.0％となり。1月 23日の週以来の低下となった。

構成指数では、購入指数が-6.5％（前週-2.3％）、借り換え指数は-10.3％（+2.5％）といずれも悪化した。30年固

定金利型の住宅ローン金利は3.84％（前週3.79％）、15年固定金利型金利は 3.15％（3.14％）となった。また、

申請全体に占める借り換えの割合は 69.1％（71.2％）となった。 

 

 

23：20 

≪ 要人発言 ≫ 

フィッシャー・ダラス連銀総裁 

 

・「3月利上げを支持したが、議論に負けた」 

 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17824.90 -43.86 

ナスダック 4789.58 +1.93 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

0：20 

≪ 要人発言 ≫ 

ユーログループ議長 

 

・「ギリシャ問題は、11日には結果が出ないと思う」 

 

 

0：30 

≪EIA米週間在庫統計≫ 

 

原油在庫・・・・487万バレル増加 

ガソリン在庫・・198バレル増加 

留出油在庫・・・325万バレル減少 

 

 

0：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく材料に乏しい中、ダウ平均が前日に大幅上昇したことを背

景に、当面の利益を確定する売りが出るなど、主要株価は軟調な動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な

動きとなり、一時前日比で84ドル安まで下落している。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①ノルウェー統計当局が発表した第 4・四半期GDP速報値は、前期比+0.9％と、市場予想の+0.4％を上回った。石油

部門を除くGDPは前期比+0.5％（市場予想+0.4％）となった。第3・四半期のGDPは、前期比+0.5％で速報値から変 

わらず。除く石油は前期比+0.4％から+0.1％に改定された。 

 

②ギリシャ政府の報道官は、政府が 2大港湾のピレウス港とテッサロニキ港の民営化をもはや検討していないと明

らかにした。ギリシャで先月発足した新政権は、ピレウス港の管理会社の株式 67％を売却する計画を取りやめると

表明している。 
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③ギリシャのツィプラス首相は、改革の実行にコミットしていると表明したうえで、改革の中身は外部から押し付

けられるものではなく、ギリシャ自身が決定すると強調した。OECD（経済協力開発機構）のグリア事務総長との記

者会見での発言。両氏は、改革への協力で一致した。 

 

④ポルトガルが実施した10年債入札は、利回りが 2.5062％（前回3.177％）となり、過去最低を更新した。応札倍

率は 1.88倍（前回 2.1倍）に低下した。発行額は 12億 5000万ユーロとなった。流通市場ではギリシャのユーロ圏

離脱をめぐる懸念で、ここ1週間で利回りが上昇していた。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6818.17 -10.95 
仏 CAC40 4679.38 -16.27 
独 DAX 10752.11 -1.72 

ストック欧州 600 指数 372.04 -0.90 
ユーロファースト 300 指数 1483.69 -4.70 
スペイン IBEX35 指数 10364.80 -135.30 

イタリア FTSE MIB 指数 20565.76 -159.87 
南ア アフリカ全株指数 52069.30 -40.24 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ギリシャ支援に関する臨時のユーロ圏財務相会合の結果を見極めたいと様子見ムードも強まり、

積極的な買いが手控えられたことから、主要株価は上値の重い展開が続いた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17828.37（-40.39）、 S&P500 2067.52（-1.07）、 ナスダック 4803.05（+16.00) 
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≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、10年物国債入札を控えてポジション調整の売りが先行した。米FRB が今年半ばに

利上げを開始するとの観測も根強く、相場を圧迫した。ただ、ギリシャの債務問題への懸念が国債相場を下支えし、

下げ幅は限定的となった。   

 

午前の利回りは、30年債が2.60％（前日 2.58％）、10年債が 2.01％（2.00％）、7年債が 1.83％（1.82％）、5

年債が 1.52％（1.52％）、3年債が 1.05％（1.03％）、2年債が 0.65％（0.65％）。 

 

 

3：00 

≪米財務省 10年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・・2.000％（前回 1.930％） 

最低落札利回り・・・・・1.900％（前回 1.810％） 

最高利回り落札比率・・・88.15％（前回 57.99％） 

応札倍率・・・・・・・・ 2.62倍（前回 2.61倍） 

 

 

4：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月米月次財政収支 -175億USD（予想 -190億 USD・前回 -103億 USD） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

4：00 

ウクライナ協議～4ヵ国がミンスク停戦合意再確認を宣言へ 

 

 

4：30 

NY金は、中心限月が前日比 12.60ドル安の 1オンス＝1219.60ドルで取引を終了した。 

 

 

5：10 

NY原油は、中心限月が前日比 1.18ドル安の1バレル＝48.84ドルで取引を終了した。 
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主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1219.60 -12.60 

NY 原油 48.48 -1.18 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ギリシャ金融支援に関するユーロ圏財務相会合の結果を見極めたいとのムードも強く、売り買いが交錯

する動きとなった。その後は、ドルが主要通貨に対して上昇したことから、ドルの代替資産とされる金を売る動き

が優勢となった。終値ベースでは、1月上旬以来、約1ヵ月ぶりの安値水準。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、米石油在庫統計で原油在庫が市場の予想以上に増加したことから、供給過剰への警戒感が強まり売り

加速した。終値ベースでは、今月 4日以来1週間ぶりに50ドルを割り込んで引けた。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17862.14 -6.62 17897.21 17759.65 

S&P500 種 2068.53 -0.06 2073.48 2057.99 

ナスダック 4801.18 +13.54 4810.36 4780.13 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく材料に乏しい中、ダウ平均が前日に大幅上昇したことを背景に、

当面の利益を確定する売りが出るなど、主要株価は軟調な動きとなった。終盤には、一旦上昇したものの上値の重

い動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前日比で 109ドル安まで下落する動きとなっ

た。その後、一時プラス圏まで上昇したものの、終盤には再び下落する動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 120.27  120.45  119.73  
EUR/JPY 135.87  136.20  135.41  
GBP/JPY 183.29  183.96  183.03  
AUD/JPY 92.80  92.93  92.58  
NZD/JPY 88.74  88.92  88.55  
EUR/USD 1.1298  1.1321  1.1280  
AUD/USD 0.7716  0.7750  0.7693  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく、材料に乏しい中、米国の利上げ期待などを背景に、円が主

要通貨に対して軟調な動きとなり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。しかし、その後は、株価下落などを

受けて、終盤まで上値の重い展開が続いた。 

 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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